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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成23年６月27日に提出いたしました第105期（自　平成22年４月１日　至　平成23年３月31日）有価証券報告書の

記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するも

のであります。

 

２ 【訂正事項】

第一部 【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　(1)　当連結会計年度の前４連結会計年度及び当連結会計年度に係る次に掲げる主要な経営指標等の推移

　(2)　当行の当事業年度の前４事業年度及び当事業年度に係る主要な経営指標等の推移

　

第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

(自己資本比率の状況)

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部 【企業情報】

　

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　(1)　当連結会計年度の前４連結会計年度及び当連結会計年度に係る次に掲げる主要な経営指標等の推移

(訂正前)

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

  

(自 平成18年
 ４月１日

至 平成19年
 ３月31日)

(自 平成19年
 ４月１日

至 平成20年
３月31日)

(自 平成20年
 ４月１日

至 平成21年
 ３月31日)

(自 平成21年
 ４月１日

至 平成22年
 ３月31日)

(自 平成22年
 ４月１日

至 平成23年
 ３月31日)

連結自己資本比率
（国際統一基準)

％ 14.55 14.70 14.12 15.32 15.30
 

　

(訂正後)

 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

(自 平成18年
 ４月１日

至 平成19年
 ３月31日)

(自 平成19年
 ４月１日

至 平成20年
 ３月31日)

(自 平成20年
 ４月１日

至 平成21年
 ３月31日)

(自 平成21年
 ４月１日

至 平成22年
 ３月31日)

(自 平成22年
 ４月１日

至 平成23年
 ３月31日)

連結自己資本比率
（国際統一基準)

％ 14.54 14.70 14.06 15.32 15.26
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　(2)　当行の当事業年度の前４事業年度及び当事業年度に係る主要な経営指標等の推移

(訂正前)

回次 第101期 第102期 第103期 第104期 第105期

決算年月 平成19年３月 平成20年３月 平成21年３月 平成22年３月 平成23年３月

単体自己資本比率
（国際統一基準)

％ 14.50 14.45 13.91 15.05 14.90
 

　

(訂正後)

回次 第101期 第102期 第103期 第104期 第105期

決算年月 平成19年３月 平成20年３月 平成21年３月 平成22年３月 平成23年３月

単体自己資本比率
（国際統一基準)

％ 14.49 14.45 13.86 15.05 14.85
 

 

第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

(自己資本比率の状況)

(参考)

＜略＞

連結自己資本比率(国際統一基準)

(訂正前)

項目
平成22年３月31日 平成23年３月31日

金額(百万円) 金額(百万円)

補完的項目
(Tier２)

一般貸倒引当金  1,390 1,459

適格引当金が期待損失額を上回る額  6,553 3,085

計  67,555 50,678

うち自己資本への算入額 (Ｂ) 67,555 50,678

自己資本額 (Ａ)＋(Ｂ)＋(Ｃ)－(Ｄ) (Ｅ) 687,772 686,073

リスク・アセット等

資産(オン・バランス)項目  3,974,690 3,972,924

信用リスク・アセットの額 (Ｆ) 4,166,264 4,162,801

計((Ｆ)＋(Ｇ)＋(Ｉ)＋(Ｋ)＋(Ｌ)) (Ｍ) 4,488,925 4,482,889

連結自己資本比率(国際統一基準)＝Ｅ/Ｍ×100(％) 15.32 15.30

(参考)　Tier１比率＝Ａ/Ｍ×100(％) 14.06 14.40
 

　

(訂正後)

項目
平成22年３月31日 平成23年３月31日

金額(百万円) 金額(百万円)

補完的項目
(Tier２)

一般貸倒引当金  1,390 1,455

適格引当金が期待損失額を上回る額  6,553 3,027

計  67,555 50,616

うち自己資本への算入額 (Ｂ) 67,555 50,616

自己資本額 (Ａ)＋(Ｂ)＋(Ｃ)－(Ｄ) (Ｅ) 687,772 686,012

リスク・アセット等

資産(オン・バランス)項目  3,974,690 3,985,050

信用リスク・アセットの額 (Ｆ) 4,166,264 4,174,927

計((Ｆ)＋(Ｇ)＋(Ｉ)＋(Ｋ)＋(Ｌ)) (Ｍ) 4,488,925 4,495,015

連結自己資本比率(国際統一基準)＝Ｅ/Ｍ×100(％) 15.32 15.26

(参考)　Tier１比率＝Ａ/Ｍ×100(％) 14.06 14.36
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単体自己資本比率(国際統一基準)

(訂正前)

項目
平成22年３月31日 平成23年３月31日

金額(百万円) 金額(百万円)

補完的項目
(Tier２)

一般貸倒引当金  433 557

適格引当金が期待損失額を上回る額  4,978 1,703

計  64,889 48,288

うち自己資本への算入額 (Ｂ) 64,889 48,288

自己資本額 (Ａ)＋(Ｂ)＋(Ｃ)－(Ｄ) (Ｅ) 665,810 660,983

リスク・アセット等

資産(オン・バランス)項目  3,931,770 3,941,277

信用リスク・アセットの額 (Ｆ) 4,126,297 4,141,966

計((Ｆ)＋(Ｇ)＋(Ｉ)＋(Ｋ)＋(Ｌ)) (Ｍ) 4,422,767 4,435,895

単体自己資本比率(国際統一基準)＝Ｅ/Ｍ×100(％) 15.05 14.90

(参考)　Tier１比率＝Ａ/Ｍ×100(％) 13.73 13.95
 

　

(訂正後)

項目
平成22年３月31日 平成23年３月31日

金額(百万円) 金額(百万円)

補完的項目
(Tier２)

一般貸倒引当金  433 556

適格引当金が期待損失額を上回る額  4,978 1,643

計  64,889 48,227

うち自己資本への算入額 (Ｂ) 64,889 48,227

自己資本額 (Ａ)＋(Ｂ)＋(Ｃ)－(Ｄ) (Ｅ) 665,810 660,922

リスク・アセット等

資産(オン・バランス)項目  3,931,770 3,953,403

信用リスク・アセットの額 (Ｆ) 4,126,297 4,154,092

計((Ｆ)＋(Ｇ)＋(Ｉ)＋(Ｋ)＋(Ｌ)) (Ｍ) 4,422,767 4,448,020

単体自己資本比率(国際統一基準)＝Ｅ/Ｍ×100(％) 15.05 14.85

(参考)　Tier１比率＝Ａ/Ｍ×100(％) 13.73 13.91
 

EDINET提出書類

株式会社静岡銀行(E03570)

訂正有価証券報告書

4/4


	表紙
	本文
	１有価証券報告書の訂正報告書の提出理由
	２訂正事項
	第一部企業情報
	第１企業の概況


	１主要な経営指標等の推移
	第２事業の状況

	１業績等の概要
	３訂正箇所
	第一部企業情報
	第１企業の概況


	１主要な経営指標等の推移
	第２事業の状況

	１業績等の概要

